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第１問　平安後期から鎌倉時代に関する次の文章を読み、下の問い（問１～７）に答えなさい。

　１０６８年、藤原氏を外戚としない後三条天皇が即位すると、
（ａ）

天皇の力を強化する施策を提

起した。これ以降、天皇家は膨大な私財を蓄え、それをもとに近臣と
（ｂ）

私兵を編成して、その

力を背景に国政の主導権を掌握した。こうした中世王家の確立を中心となって進めたのが、白河・

鳥羽・後白河院である。彼らは天皇家の家長として政治の実権をにぎり、さらにいずれも出家し

て法皇となった。天皇の位を退いてから出家して法皇となった人物はこれまでも存在したが、彼

らの政治力は限定的なものであった。それに対し白河・鳥羽・後白河法皇は、世俗の最高権力を

保持した法皇であり、これまでとは質を異にしている。そして、白河法皇らは仏法興隆政策を主

導することで王権の強化をはかったし、
（ｃ）

神仏習合を積極的に推進して寺院と神社の融合を進

めた。

　歴代の院の登用によって、次第に武士が力をもつようになった。その代表的人物が平清盛であ

る。清盛の力が増してくると、それに不安を覚えた後白河法皇は、平氏を封じ込めようとした

が、逆に清盛は後白河法皇を幽閉して実権を奪い、外孫の  　　ア　　 を即位させた。これに

対し以仁王は  　　ア　　 の存在を認めず挙兵した。この挙兵は失敗し以仁王は敗死したが、

（ｄ）
以仁王のよびかけに応じて源頼朝ら各地の源氏などが挙兵した。１１８５年に壇の浦の戦いで

平氏は滅び、さらに１１８９年、
（ｅ）

源頼朝は奥州藤原氏を攻め滅ぼした。こうして長きにわたっ

た戦乱はようやく終息した。

　長期にわたるこの戦乱は、王権が分裂するなかで日本史上初の全国的内乱となった。民衆をも

巻き込んだ深刻な戦争は、
（ｆ）

政治体制のあり方を大きく変えた。

問１　下線部（ａ）に関連して、後三条天皇のおこなった施策に関して述べた文として、正しいも

のを次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 １

　　①　後三条天皇は班田を励行するとともに、荘園整理令をだして、手続きが適正でない荘園

を収公しようとした。

　　②　後三条天皇は記録所や雑訴決断所をもうけて、天皇中心の政治体制を再構築しようとし

た。

　　③　後三条天皇は公定の枡を制定するとともに、国ごとに耕地の調査をおこなわせようとし



た。

　　④　後三条天皇は歌人としても優れており、その命により『新古今和歌集』が編纂された。

問２　下線部（ｂ）に関連して、私兵の編成に関して述べた次の文ａ～ｄについて、正しいものの

組合せを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 2

　　ａ　白河院は新たに滝口の武士（武者）を創設した。

　　ｂ　白河院は新たに北面の武士を創設した。

　　ｃ　鳥羽院は新たに西面の武士を創設した。

　　ｄ　後鳥羽院は新たに西面の武士を創設した。

　　①　ａ・ｃ　　　　　②　ａ・ｄ　　　　　③　ｂ・ｃ　　　　　④　ｂ・ｄ

問３　下線部（ｃ）に関連して、神仏習合に関して述べた次の文ａ～ｄについて、正しいものの組

合せを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 3

　　ａ　白河院の近臣である大江匡房が本地垂迹説を唱えた。

　　ｂ　白河院の近臣である菅原道真が本地垂迹説を唱えた。

　　ｃ　院政期に登場した本地垂迹説は、本地である神が仏に垂迹したという考えである。

　　ｄ　院政期に登場した本地垂迹説は、本地である仏が神に垂迹したという考えである。

　　①　ａ・ｃ　　　　　②　ａ・ｄ　　　　　③　ｂ・ｃ　　　　　④　ｂ・ｄ

問４　空欄  　　ア　　 に入る人物名として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びな

さい。　 4 　

　　①　安徳天皇　　　　②　後村上天皇　　　③　仲恭天皇　　　　④　崇徳天皇



問５　下線部（ｄ）の以仁王のよびかけについて、『吾妻鏡』によれば、以仁王の令旨には「吾は

一院第二皇子として、天武天皇の旧儀を尋ねて　王位を推し取る輩を追討せん」（原漢文）と

記していたという。これに関して述べた文Ｘ・Ｙと、それに該当する人物名ａ～ｄの組合せ

として正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 5

Ｘ　「一院第二皇子」とは、以仁王がこの法皇の皇子であったことを示している。

Ｙ　「天武天皇の旧儀を尋ねて」とは、壬申の乱を指しているが、壬申の乱で敗れたのはこの皇

子である。

　　ａ　鳥羽法皇　　　　　　　　　　　　　　ｂ　後白河法皇　　　　　

　　ｃ　大海人皇子　　　　　　　　　　　　　ｄ　大友皇子

　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

問６　下線部（ｅ）に関連して、源頼朝の奥州攻略に関して述べた文Ｘ・Ｙと、それに該当する人

物名ａ～ｄの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 6

Ｘ　奥州藤原氏がこの人物をかくまったことを口実にして、源頼朝は奥州を攻略した。

Ｙ　奥州攻略の際、源頼朝は前九年の役（前九年合戦）での故実を再現することによって、自分

が源氏の嫡流であることを演出してみせた。前九年の役（前九年合戦）を中心となって戦い、

頼朝が祖と仰いだのはこの人物である。

　　ａ　源義経　　　　　　　　　　　　　　　ｂ　源義仲　　　　　

　　ｃ　源頼義　　　　　　　　　　　　　　　ｄ　源為義

　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ



問７　下線部（ｆ）に関連して、この時期の政治体制に関して述べた文Ｘ・Ｙと、それに該当する

語句ａ～ｄの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 7 　

Ｘ　１１８５年に源頼朝は、諸国に国地頭を設置し、反別５升の兵粮米を徴収することを朝廷に

認めさせたが、現地の混乱がひどいため、兵粮米の徴収権を廃止するなど、その権限が大

幅に縮小された。それにともない、国地頭はこの役職名でよばれるようになった。

Ｙ　平氏と同様に源頼朝は、多くの知行国を持つようになった。

　　ａ　守護　　　　　　ｂ　荘郷地頭　　　　ｃ　関東御領　　　　ｄ　関東御分国

　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

第２問　江戸時代の書物文化に関するＡ・Ｂの文章を読み、下の問い（問８～ 14）に答えなさい。

Ａ　江戸時代は書物の時代ともいわれるほど、書物文化が栄えた時代であった。１７世紀半ばに

は、それまで寺社や朝廷中心におこなわれてきた
（ａ）

出版を、民間業者が営利活動としておこな

うようになり、これまでの文化の中心地であった京都において、さまざまな本が生み出されて、

世のなかに広められるようになる。公家や上層武家など、一部の人たちが親しんできた『源氏物

語』や『徒然草』などの文学作品を、村や町に住む農民や商人が読むようになったのも江戸時代

である。

　出版されたのは、文学作品だけではなく、実用書や学問の書、仏教書、子供向けの教科書など、

さまざまなジャンルの本が出版された。九州で活動した  　　ア　　 が執筆した『農業全書』は、

京都の本屋が刊行して日本中に広まった。『農業全書』では、  　　イ　　 や油粕など、金で

購入する金肥の使用についても言及がある。このような農書を通じて、最新の農業技術が日本中

に広まったことが、農業の発展に繋がり、江戸時代の安定した社会システムの構築にも繋がった。

元禄期に、一般町人や地方商人、上層百姓なども担い手とする
（ｂ）

元禄文化が栄えた背景の一つ

にも出版文化の隆盛があった。



問８　下線部（ａ）に関連して、江戸時代以前の出版に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その

正誤の組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 8

Ｘ　室町時代、幕府の政治・外交の顧問としても活躍した天台宗の僧たちは、中国の経典や漢詩

文集を出版して、日本に中国文化を広めた。これを五山版という。

Ｙ　安土・桃山時代、キリスト教の宣教師たちは、金属製活字を使って、辞書や文学書の出版を

おこなった。これをキリシタン版、または、天草版という。

　　①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　　　　　　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤

　　③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　　　　　　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤

問９　空欄  　　ア　　  　　イ　　 に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①～④

のうちから一つ選びなさい。　 9

　　①　ア　宮崎安貞　　　　イ　干鰯　　　　②　ア　宮崎安貞　　　　イ　唐箕

　　③　ア　荻生徂徠　　　　イ　干鰯　　　　④　ア　荻生徂徠　　　　イ　唐箕

問 10　下線部（ｂ）に関して述べた文として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選び

なさい。　 10

　　①　前野良沢、杉田玄白らが西洋の医学書を翻訳して『解体新書』を出版した。

　　②　大坂の町人井原西鶴は、出版業者の求めに応じて、好色物、武家物、町人物など、さま

ざまなジャンルに手を広げて、浮世草子とよばれる小説を書き、人気作家となった。

　　③　『曽根崎心中』や『国性（姓）爺合戦』などを手がけた近松門左衛門らの人気脚本家が

輩出した人形浄瑠璃でも、浄瑠璃本が多数出版された。

　　④　絵画では、俵屋宗達の影響を大きくうけた尾形光琳が琳派をおこし、『紅白梅図屏風』

などを描いた。



Ｂ　江戸時代中後期になると、文化の中心は江戸に移っていき、京都、大坂の業者が出版する本

より、江戸の業者が出版する本の量が多くなっていく。江戸の出版業者は、独自に、洒落本や黄

表紙、滑稽本、人情本、読本など、さまざまなジャンルの
（ｃ）

文学作品を生み出していった。ま

た絵画のジャンルでも、１７世紀末より
（ｄ）

浮世絵が愛好されるようになり、出版技術の高まり

とともに、江戸時代中後期に大きな発展を遂げた。優れた浮世絵作品は、海外にも伝わり、モネ

やゴッホらのヨーロッパの印象派画家にも影響を与えることになる。

　書物文化の流行は、文化全般にも大きな影響を与えた。浮世絵において多くの風景画がうみ

だされ、また各地の名所を案内する名所図会も出版されて、名所・旧跡への関心が高まり、旅

文化の発展につながった。庶民が旅する情景を面白おかしく描いたのが  　　ウ　　 である。

またこうした出版文化の隆盛の背景には、江戸時代における文字文化の広まりがあった。村落

運営においても、商業活動においても、文字の使用は必須であり、農村にも商品経済が急速に

浸透する社会のなかで、庶民を対象とする初等教育施設である  　　エ　　 が各地で増加し、 

 　　エ　　 で文字を学び、都会にでて奉公をおこなう子供たちも増加した。

　このように江戸時代に発展した書物文化は社会の変革にも大きな影響を与えたものであった

が、江戸幕府は書物による情報の拡散などに目をひからせるようになり、
（ｅ）

出版統制などの政

策を実施した。

問 11　下線部（ｃ）に関連して、江戸時代中後期の文学に関して述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに

該当する語句ａ～ｄとの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。

　 11 　

Ｘ　江戸の遊里を描く洒落本が流行したが、その代表的作家はこの人物である。

Ｙ　文章主体で、歴史や伝説を題材にした読本では、曲亭馬琴が幅広い古典的教養をもとに勧善

懲悪の歴史小説を書いたが、その代表的作品はこの作品である。

　　ａ　山東京伝　　　　ｂ　与謝蕪村　　　　ｃ　『雨月物語』　　　ｄ　『南総里見八犬伝』

　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ



問 12　下線部（ｄ）に関して述べた文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。　 12

　　①　浮世絵では、筆で描く肉筆画も多く描かれた。初期の代表作家に『見返り美人図』を描

いた野々村仁清がいる。

　　②　鈴木春信が多色刷浮世絵版画である錦絵を開発したことで、浮世絵は大きな発展をとげ

た。

　　③　円山応挙や池大雅は、大首絵の手法を駆使して美人画や役者絵のすぐれた作品をつぎつ

ぎに生み出した。

　　④　天保期ごろより葛飾北斎や歌川（安藤）広重が、『保津川図屏風』などのすぐれた風景

画を量産した。

問 13　空欄  　　ウ　　  　　エ　　 に入る語句の組合せとして正しいものを、次の①～④

のうちから一つ選びなさい。　 13

　　①　ウ　『東海道四谷怪談』　　エ　義倉　　

　　②　ウ　『東海道四谷怪談』　　エ　寺子屋

　　③　ウ　『東海道中膝栗毛』　　エ　義倉

　　④　ウ　『東海道中膝栗毛』　　エ　寺子屋

問 14　下線部（ｅ）に関連して、江戸幕府による出版や情報に関わる政策に関して述べた次の文

ａ～ｄについて、正しいものの組合せを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 14 　

　　ａ　徳川吉宗は、キリスト教関係書も含めて漢訳洋書の輸入制限を全面的に撤廃して、実学

を奨励した。

　　ｂ　松平定信は、風俗統制も厳しくおこない、出版業者の蔦屋重三郎や、黄表紙作家の恋川

春町らを弾圧した。

　　ｃ　長編絵物語である合巻作家の柳亭種彦や、男女の情愛を描いた人情本作家の為永春水は、

ともに天保の改革で処罰された。



　　ｄ　蘭学者の大槻玄沢は『戊戌夢物語』を書いて幕府の異国船打払策を批判したため、処罰

された。

　　①　ａ・ｃ　　　　　②　ａ・ｄ　　　　　③　ｂ・ｃ　　　　　④　ｂ・ｄ

 

第３問　戦後の政治に関する次の文章Ａ・Ｂを読み、下の問い（問 15～ 21）に答えなさい。

Ａ　以下の史料は、１９４５年１０月、 連合国軍最高司令官  　　ア　　 を訪ねた  　　イ　　 

首相に対し示された五つの改革要求、いわゆる「五大改革指令」である。

　「ポツダム宣言」の実現に当りては、日本国民が数世紀に亘
わた

り隷属せしめられたる伝統的社

会秩序は、是正せらるるを要す。右（注１）は疑ひもなく、
（ａ）

憲法の自由主義化を包含すべし。

（中略）斯
かか

る諸要求の履
り

行
こう

及
および

諸目的の実現の為
ため

、日本の社会制度に対する下記の諸改革を、日

本社会に同化し得
う

る限り、出来得
う

る限り速
すみやか

に、実行することを期待す。

　　　一、選挙権の賦
ふ

与
よ

に依
よ

り、日本の婦人を解放すること。（後略）

　　　二、労働組合の組織奨励。（後略）

　　　三、  　　ウ　　 。（後略）

　　　四、国民に秘密の審問の濫
らん

用
よう

に依
よ

り、絶えず恐怖を与ふる組織を撤廃すること。（後略）

　　　　五、
（ｂ）

日本の経済制度を民主主義化し、以
もっ

て所得竝
ならび

に生産 及
および

商業手段の所有権を広

く分配することを保障する方法を発達せしむることに依
よ

り、独占的産業支配を是

正すること。

（清水伸編『逐条・日本国憲法審議録　増訂版』第１巻、原書房、１９７６年）

　　　　（注１）原文は縦書きのため、ここでは「前に述べたこと」ということ。

次頁に続きます



問 15　空欄  　　ア　　  　　イ　　 に入る人物名の組合せとして正しいものを、次の①～

④のうちから一つ選びなさい。　 15

　　①　ア　マッカーサー　　　イ　幣原喜重郎

　　②　ア　マッカーサー　　　イ　鈴木貫太郎

　　③　ア　トルーマン　　　　イ　幣原喜重郎

　　④　ア　トルーマン　　　　イ　鈴木貫太郎

問 16　下線部（ａ）に関連して、この後改正される日本国憲法に関して述べた文として誤ってい

るものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 16

　　①　日本国憲法の理念にしたがい、民法改正や地方自治法の制定など、法的な整備が進めら

れた。

　　②　日本国憲法によって、衆議院と参議院から成る国会が「国権の最高機関であって、国の

唯一の立法機関」として定置された。

　　③　日本国憲法の３原則は、主権在民・平和主義（戦争の放棄）・基本的人権の尊重である。

　　④　日本国憲法は、「日本国の象徴であり日本国民統合の象徴であ」る天皇が自由主義的な

憲法を国民に与える形式で制定された。

問 17　空欄  　　ウ　　 に入る文言として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。　 17

　　①　国体の本義に透徹する教学の刷新

　　②　孝悌忠信、共同愛国

　　③　学校を、より自由主義的な教育の為、開校すること

　　④　高福祉社会を目ざして、人間のための豊かな環境を創造すること



問 18　下線部（ｂ）の方針に基づいて立案された政策として誤っているものを、次の①～④のう

ちから一つ選びなさい。　 18

　　①　財閥解体の実施　　　　　　　　　　　②　ドッジ＝ラインの開始

　　③　農地改革の実施　　　　　　　　　　　④　独占禁止法の制定

Ｂ　１９５５年は、いわゆる「五五年体制」が成立した年として、政治史のうえで一大画期とされ

ている。日本社会党は、左派・右派に分裂していたものの、この年の総選挙を通じて議席を大き

く確保し、両派の統一を実現した。こうした革新勢力の動向に対し、保守陣営も財界の強い要望

を背景に動きを活発化させる。五次にわたって内閣を組閣し、自衛隊発足などさまざまな政策を

進めた  　　エ　　 首相に反発して、自由党内の反対派は、  　　オ　　 を総裁とする日本

民主党を結成したが、その後、この二大保守政党が合流し、自由民主党が結成された。ここに、

政権政党の自民党がほぼ３分の２、野党第一党の社会党がほぼ３分の１の議席を占め、保守一党

優位のもとでの保革対立という政治的構図ができあがった。
（ｃ）

「五五年体制」は１９９３年に崩壊

するが、このあいだ、
（ｄ）

１９６０年代以降の多党化現象や、自民党の一部の離反といった変化はあっ

たものの、自民党は４０年近く政権の座を維持しつづけることになった。

問 19　空欄  　　エ　　  　　オ　　 に入る人物名の組合せとして正しいものを、次の①～

④のうちから一つ選びなさい。　 19 　

　　①　エ　池田勇人　　　オ　東久邇宮稔彦

　　②　エ　大平正芳　　　オ　片山哲

　　③　エ　吉田茂　　　　オ　鳩山一郎

　　④　エ　三木武夫　　　オ　佐藤栄作

次頁に続きます



問 20　下線部（ｃ）に関連して、この体制下における内閣について、古いものから年代順に正し

く配列したものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 20

　　①　田中角栄内閣　　→　中曽根康弘内閣　→　宮沢喜一内閣

　　②　岸信介内閣　　　→　田中角栄内閣　　→　小泉純一郎内閣

　　③　鈴木善幸内閣　　→　宮沢喜一内閣　　→　細川護煕内閣

　　④　中曽根康弘内閣　→　竹下登内閣　　　→　岸信介内閣

問 21　下線部（ｄ）に関連して、この時期に新たに台頭した政党の組合せとして正しいものを、

次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 21

　　①　立憲政友会　―　労働農民党　　　　　②　立憲政友会　―　民主社会党

　　③　公明党　　　―　労働農民党　　　　　④　公明党　　　―　民主社会党

 

第４問　寺院に関連する事柄について、下の問い（問 22～ 32）に答えなさい。

問 22　法隆寺（斑鳩寺）に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 22

Ｘ　物部守屋が飛鳥の地に建立した、物部氏の氏寺である。

Ｙ　金堂には、鞍作鳥（止利仏師）の作といわれる釈迦三尊像を安置する。

　　①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　　　　　　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤

　　③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　　　　　　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤



問 23　寺院の建築物に関して述べた文として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選

びなさい。　 23

　　①　薬師寺東塔は、そのリズム感のある、のびやかな姿が白鳳様式を伝えている。

　　②　富貴寺大堂は、藤原清衡が創建した九州最古の阿弥陀堂である。

　　③　唐招提寺金堂は、堂々たる風格をもった、天平建築を代表する遺構の一つである。

　　④　室生寺金堂は、平安時代初期に、山地に建てられた寺院建築の姿がうかがえる。

問 24　平安密教に関して述べた文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正しいものを、下

の①～④のうちから一つ選びなさい。　 24

Ｘ　唐で天台宗を学んだ最澄（伝教大師）は、帰国後、京都に東寺（教王護国寺）を建てた。

Ｙ　唐で真言密教を学んだ空海（弘法大師）は、帰国後、高野山に金剛峰寺を建てた。

　　①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　　　　　　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤

　　③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　　　　　　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤

問 25　鎌倉時代の僧に関して述べた文Ｘ・Ｙと、それに該当する人物名ａ～ｄの組合せとして

正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 25

Ｘ　南宋から来日したこの禅僧は、北条時宗の保護で、鎌倉に円覚寺を建立した。

Ｙ　鎌倉の極楽寺を中興したこの僧は、救癩施設として奈良に北山十八間戸を設けた。

　　ａ　無学祖元　　　　ｂ　栄西　　　　　　ｃ　忍性（良観）　　 ｄ　慈円

　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ



問 26　室町時代の寺院に関して述べた文として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ

選びなさい。　 26

　　①　足利尊氏の帰依を受けた夢窓疎石は、天龍寺をひらいた。

　　②　足利義満が京都北山に営んだ山荘（北山殿）は、義満の死後、鹿苑寺となった。

　　③　足利義政が営んだ東山山荘（のちの慈照寺）の東求堂同仁斎は初期の書院造の代表例で

ある。

　　④　相国寺の創建後、天龍寺・相国寺・建長寺・東福寺・永平寺が京都五山となった。

問 27　室町時代の文化に関して述べた文Ｘ・Ｙと、それに該当する語句ａ～ｄの組合せとして

正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 27

Ｘ　禅宗様の寺院には、石組みと白砂を用いて、禅の境地や自然を表わす枯山水が作られたが、

その代表例の一つが、この寺の庭園である。

Ｙ　相国寺の僧であったこの人物は、禅の境地を表現した水墨画の基礎をきずき、代表作に『瓢

鮎図』がある。

　　ａ　龍安寺　　　　　ｂ　毛越寺　　　　　ｃ　雪舟　　　　　　ｄ　如拙

　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

問 28　豊臣秀吉と関連のある寺院に関して述べた次の文章を読み、空欄  　　ア　　 

 　　イ　　 に入る寺院名ａ～ｄの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ

選びなさい。　 28

　豊臣秀吉の死後、妻の北政所は  　　ア　　 を建てて秀吉の菩提をとむらった。北政所が愛

用した蒔絵の調度品類には独特な意匠と技法が施されており、それらは  　　ア　　 蒔絵とよ

ばれる。秀吉が創建した  　　イ　　 は、地震で焼亡したため、子の秀頼が再建したが、秀頼



がこの寺の鐘楼に据えた梵鐘の銘文「国家安康」「君臣豊楽」が原因となって、大坂冬の陣が勃

発した。

　　ａ　醍醐寺　　　　　ｂ　高台寺　　　　　ｃ　大徳寺　　　　　ｄ　方広寺

　　①　ア―ａ　　イ―ｃ　　　　　　　　　　②　ア―ａ　　イ―ｄ

　　③　ア―ｂ　　イ―ｃ　　　　　　　　　　④　ア―ｂ　　イ―ｄ

問 29　江戸時代の幕府による宗教統制に関して述べた文Ｘ・Ｙと、それに該当する語句ａ～ｄ

の組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 29

Ｘ　幕府は、人びとがいずれかの寺院の檀徒（檀家・檀那）になるこの制度を強制した。

Ｙ　幕府は、大徳寺の僧侶らが関わったこの一件により、幕府の法が天皇の勅許に優越すること

を示した。

　　ａ　寺請制度　　　　　　　　　　　　　　ｂ　本末制度　　　　

　　ｃ　慶安の変　　　　　　　　　　　　　　ｄ　紫衣事件

　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

次頁に続きます



問 30　下図の寺院建築は、奈良時代に創建されたが、その後焼失し、江戸時代に再建されたも

のである。この建物および、建物内に安置された本尊に関して述べた文Ｘ・Ｙについて、そ

の正誤の組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 30

Ｘ　この建物は、南都焼打ちにあって焼亡したが、重源が再建し、その後、再度焼失した。

Ｙ　この建物内には、聖武天皇の命により造立された、巨大な盧舎那仏が本尊として安置された。

　　①　Ｘ　正　　Ｙ　正　　　　　　　　　　②　Ｘ　正　　Ｙ　誤

　　③　Ｘ　誤　　Ｙ　正　　　　　　　　　　④　Ｘ　誤　　Ｙ　誤

問 31　開港後の国内状況を述べた次の文章を読み、空欄  　　ウ　　  　　エ　　 に入る語

句ａ～ｄの組合せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 31

　１８５４年、江戸幕府は日米和親条約（神奈川条約）に調印し、続いてイギリス・ロシア・オラ

ンダとも同様の条約を締結した。１８５６年には初代アメリカ総領事  　　ウ　　 が来日して、

下田の玉泉寺を領事館とした。さらに１８５８年、幕府は日米修好通商条約に調印し、ついでオラ

ンダ・ロシア・イギリス・フランスとも同様の条約を結んだ。貿易の開始は国内産業の圧迫や

物価上昇をもたらしたため庶民の反感が高まるとともに、激しい攘夷運動のおこる一因となり、

１８６１年には江戸高輪東禅寺のイギリス仮公使館が、  　　エ　　 浪士の襲撃を受ける東禅寺

事件がおきた。

　　ａ　ロッシュ　　　　ｂ　ハリス　　　　　ｃ　水戸藩　　　　　ｄ　彦根藩



　　①　ウ―ａ　　エ―ｃ　　　　　　　　　　②　ウ―ａ　　エ―ｄ

　　③　ウ―ｂ　　エ―ｃ　　　　　　　　　　④　ウ―ｂ　　エ―ｄ　　

問 32　寺院に関連した出来事について述べた文Ｘ・Ｙと、それに該当する寺院名ａ～ｄの組合

せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 32

Ｘ　６８５年に開眼供養がおこなわれた大和の山田寺薬師三尊像は、その後、行方不明になって

いたが、１９３７年に本尊の頭部（仏頭）が、この寺の東金堂で発見された。

Ｙ　１９４９年、この寺の金堂壁画が焼損したことを機に、翌年、文化財保護法が制定された。

　　ａ　興福寺　　　　　ｂ　蓮華王院　　　　ｃ　法隆寺　　　　　ｄ　東大寺

　　①　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　②　Ｘ―ａ　　Ｙ―ｄ

　　③　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｃ　　　　　　　　　　④　Ｘ―ｂ　　Ｙ―ｄ

以上で問題は終わりです。


